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講演要旨

南方資源利用技術研究会

特別講演 「オリオンビール~ビール.遭技術の遁歩- J 

オリオンビール側

取締役名護工場次長新垣昌光

1 .当工場の概要

まず、始めにオリオンビール名護工場の概要を説明させていただきます。

竣工 昭和33年 11月

敷地面積 50，706 rrf 建物延面積 20，014 m
2 

従業員数 195名 (アルバイト、協力会社含む。)

製造能力 7万 2千 KL/年

取扱商品 ビール、発泡酒、清涼飲料

2.オリオンビールの歴史
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オリオンビールの歴史について。特に設立時の背景とその後の会社の経緯について、

また、本土ビール会社とのかかわりなど歴史的な背景について述べます。

3.ビールの製造工程

ビールの製造工程について説明し、ビール醸造についての話を致します。

4.ビール醸造技術の進歩

ビール醸造を行う為の設備の進歩や品質管理の管理方法の推移をお話いたします。

設備:開放形タンク→有蓋タンク→屋外タンク

酵母添加の自動化

分析:分析の手分析から機器分析化へ。 PCRなどの技法を用いたビール有害薗の迅

速同定法の導入など。

5.今後の研究課題

ビール業界の激変。スーパードライの台頭、地ビールの解禁、発泡酒の登場などD

それに対応する為の、新たなビール作りとビールにとらわれない研究開発体制作り。
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